
 

  



【ペースと脚質】 

ローカル小回りの１８００ｍ戦という条件ながら 

意外と消耗戦の発生率が低く平均ペースになりやすいレース。 

 

それゆえに、とんでもない人気薄が 

馬券に絡むのは前残りが殆どになります。 

 

前走で４角５番手以内だった馬や、 

近３走の４角平均ポジションが５番手以内 

だった馬の前残りには警戒が必要です。 

 

【血統傾向】 

血統面では「父：大系統ミスプロ系」が 

過去１０年（９回）で４勝を挙げる最右翼系統。 

 

また、今年は該当馬はおりませんが、 

父サドラーズ系も２勝を挙げており、 

非サンデー系の種牡馬を父に持つ馬が 

優位に立てるレースだと解釈できます。 

 

サンデー系の種牡馬では、ステイゴールド系が 

複回率１１７％と期待値が高くなっております。 

 



【前走の傾向】 

前走「中山牝馬Ｓで０秒５差以内だった馬」が 

３着以内馬２７頭中１１頭で最多３着以内数を占めます。 

 

回収期待値が高い前走は 

Ｇ３愛知杯を含む「前走２０００ｍ」だった馬で 

複回率は５００％を超えております。 

 

前走が３勝クラスの場合は、 

１８００ｍ～２０００ｍだった馬が複回率４２５％ 

 

前走馬体重が５００キロ以上の大型馬も 

単回率２４７％/複回率３７６％と期待値が高く 

今年は２頭しか該当馬がいないので、 

押さえておいて損は無いと思います。 

 

【予想見解】 

◎１１番タガノパッション 

父：キングカメハメハ（大系統ミスプロ系） 

祖母はステイゴールドの全妹 

 

前走の中山牝馬Ｓは、稍重と距離短縮で 

この馬の苦手が重なった上に、末脚の破壊力が 



着順に反映されにくい馬場でもありました。 

 

それでも０秒３差まで追い上げており、 

良馬場、同距離ローテならば能力を発揮出来そう。 

 

【馬券】 

EZ-WIN推奨馬券 

馬連・３連複流し 

１１－１・１０・１６ 

 

くまもん馬券 

ワイド 

１１－１・９・１０ 

３連複フォーメーション２７点 

１１－１・９・１０－印全頭 


